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日
ご
と
に
寒
気
が
加
わ
り
、
冬
の
息
吹
を

感
じ
る
時
季
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
、
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
新
た
に
石
破
内
閣
が
発
足
し
、
政
府
は
デ

フ
レ
脱
却
の
前
進
な
ど
大
所
高
所
の
舵
取
り

方
針
を
示
し
つ
つ
、
日
本
経
済
の
起
爆
剤
と

し
て
地
方
創
生
の
加
速
を
重
要
政
策
の
一
つ

に
位
置
づ
け
ま
し
た
。総
理
は
所
信
表
明
で
、

「
地
方
こ
そ
成
長
の
主
役
」
と
し
、
成
果
と

反
省
を
生
か
し
た
「
地
方
創
生
２
・
０
」
を

再
起
動
さ
せ
る
と
強
調
。
そ
の
交
付
金
を
当

初
予
算
ベ
ー
ス
で
倍
増
さ
せ
、
農
林
水
産
業

な
ど
の
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
た
〝
地
方

を
守
る
地
方
創
生
〟
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。大
き
な
共
感
と
期
待
を
感
じ
て
お
り
、

県
市
町
も
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
力
強
く
前
進

さ
せ
た
い
と
決
意
を
固
め
て
い
ま
す
。

　
来
年
の
１
・
17
で
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か

ら
30
年
を
迎
え
ま
す
。
６
４
３
４
人
の
犠
牲

者
を
出
し
た
あ
の
大
災
害
を
経
験
し
て
い
な

い
世
代
も
増
え
、
教
訓
の
風
化
に
危
機
感
を

抱
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
復
旧
・
復
興
で
生

じ
た
県
債
（
借
金
）
の
償
還
は
現
在
も
続
い

て
お
り
、
県
財
政
に
多
大
な
負
荷
を
か
け
て

い
ま
す
。
30
年
の
節
目
に
立
ち
、
減
災
へ
の

ソ
フ
ト・ハ
ー
ド
両
面
の
備
え
は
も
ち
ろ
ん
、

将
来
を
展
望
し
た
財
政
的
な
枠
組
み
も
見
直

し
て
、
発
生
が
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
覚
悟
で
す
。

会派を代表し決算特別
委員会の総括質問をし
ました

地域創生へ地域創生へ足並みそろえて足並みそろえて前進前進！！

令和６年度９月補正で予算積み増し

長引く物価高騰で緊急対策
　長引く物価高騰に苦しむ生活者や事業者を応援する緊急対策を盛り込ん
だ県補正予算（９月補正予算）を編成し、第４弾となるプレミアム付きデ
ジタル商品券の販売（ひょうご家計応援キャンペーン）などを展開します。
９月 19日の定例県議会で可決しました。今年度一般会計に 109.9 億円
を積み増す補正予算で、財源は国庫を最大限に活用します。
　国の緊急対策で対象外となるＬＰガス利用者や、特別高圧電力を受電す
る中小企業などに負担軽減策を講じるほか（右図）、農業被害が懸念され
る特定外来生物「ナガエツルノゲイトウ」の緊急防除、道路や砂防整備の
事業枠増額も行います。

　地球上で最悪の侵略植物と呼ばれる特定外来生物
ナガエツルノゲイトウの繁殖が急拡大しています。
水に浮き、流れ着いた先で根を土中に伸ばし、引き
抜いてもわずかに主根が残っていれば再生するた
め、通水障害による農業被害が懸念されています。
　このため、専門家による緊急防除を東播磨地域の
水路やため池、瀬戸川、喜瀬川などで実施します。
　また、有機農業の農地でも実施できる防除手法や
簡易な処分方法の開発・実証試験にも取り組みます。
予算は計 1.1 億円を計上しました。

　稲美町中村に位置する特定抗争指定暴力団神戸山口組の

９
月
補
正
予
算
で
実
施

地球上で最悪地球上で最悪
の 侵 略 植 物の 侵 略 植 物 ナガエツルノゲイトウナガエツルノゲイトウ
東播磨東播磨の河川の河川などでなどで緊急防除緊急防除
農地での防除手法開発も農地での防除手法開発も

稲美町の神戸山口組事務所 

使用差し止め決定使用差し止め決定
事務所について、神戸地裁は 11月１日、組員らの使用を差し止める
仮処分を決定しました。暴力団追放兵庫県民センターが地域住民約
30人の委託を受け、５月に仮処分の申し立てをしていました。
　同事務所では銃弾が撃ち込まれる事件が 2017 年に発生し、近隣
住民の安全安心な暮らしを脅かしていました。同センターによると、
差し止め対象となるのは事務所のほか、居宅、車庫といった建物や、
土地 2300 平方㍍も含まれます。仮処分決定により、抗争が終結し
たとしても組員の立ち入りや会合の開催などが禁じられます。
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ご意見・ご要望を！

岡つよし事務所
〒675-1112
兵庫県加古郡稲美町六分一 770-3
☎ 080-4398-6173
E-mail:info@oka-tsuyoshi.com

2024年 冬号（2）

岡つよし県会議員岡つよし県会議員ののフォト・レポートフォト・レポート

ため池マンと幼稚園、こども園、保
育園を訪問。地域の宝を次代へと
受け継いでいきたいと思います！

地元のイチオシとして議会の公
式Xに掲載。すこしは地元のPR
になったかなｗ

加古川青年会議所OBとしてはりま
シーサイドマーケットに協力。たくさ
んのご来場ありがとうございました！

県民一人当たり
歳出決算額
445,964円

商工費
100,132円
（22.5％）

総務費
68,755円
（15.4％）

民生費
68,670円
（15.4％）

教育費
68,192円
（15.3％）

公債費
49,242円
（11.0％）

土木費
31,268円
（7.0％）

警察費
25,684円
（5.8％）

衛生費
16,183円
（3.6％）

農林水産費
16,127円
（3.6％）

労働費
755円
（0.2％） 災害復旧費524円

（0.1％）
議会費432円
（0.1％）

県民一人当たりの決算額
（構成比）

歳入総額
2兆4,077億円

県税等
9,213億円
（38.3％）

地方交付税等
3,892憶円
（16.2％）

国庫支出金
2,367億円
（9.8％）

県債
1,274億円
（5.3％）

その他
7,331億円
（30.4％）

令和 5年度決算の
歳入総額

　令和５年度決算は国庫返納金などの精算分を除いた実質収支が 35億 200万円の黒字で、
有事の際に充てられる財政基金は目標の 100億円を達成した。一方、県債管理基金の残高
は５年度末で 5193 億円と前年度より 277億円減少した。また、分収造林事業や地域整備
事業で県が補填すべき額を考慮すると、試算で毎年 33億円（総額 1000億円を 30年間で
積み戻し）必要になるという厳しい財政状況にある。
　県財政の健全性を保ちつつ、少子化・人口減少対策をはじめ兵庫の未来を拓くための新た
な施策で、どのように県民の福祉向上につなげていくべきかが重要となる。→要検討

【岡の質問で採択された意見書】

▶�精神障害者に係る医療費助成
の改善を求める意見書

▶�公共施設等の老朽化対策や耐
震化対策への財政支援の拡充
を求める意見書

　令和５年度の兵庫県決算の内容をチェックする特別委員会が 10 月１日から 18
日にかけて開かれ、委員として収支状況などを確認しました。一般会計は総額で歳
入は２兆 4077 億円、歳出は２兆 3836 億円。コロナ関連経費の廃止などでい
ずれも前年度比から減少しましたが、企業業績の回復などで県税等が過去最高の
9213億円に上りました。

【その他の質問項目】
《福祉部関係》
▶介護人材の担い手確保
▶�介護業務における労働環境改善支援事業
及び業務効率化支援事業　など

《保健医療関係》
▶�認知症高齢者等の見守り・SOS ネット
ワークの充実
▶「子ども食堂」の適正な運営　など
《土木関係》
▶�播磨臨海地域道路の早期実現
▶道路舗装の維持修繕　など
《企業庁関係》
▶太陽光パネルのリサイクルの取り組み
▶持続可能な水道事業の運営　など
《総括》
▶県立大学無償化のあり方　など

　精神医療を続ける必要がある患者に、国は
通院医療費の自己負担を軽減する制度を導入
しており、医療費の自己負担割合が１割に軽
減されるが、入院医療費は対象となっていな
い。精神障害者は通院だけではなく、入院も
活用しているのが実態で、病気の特性から一
般就労が難しく、高齢な親と同居する方も多
い状況で経済的にも家族に多大な負担となっ
て生活を強く圧迫している。
　他の都道府県や市町では、独自に入院に対
して医療費助成制度を実施しているところも
あり、本県も検討すべきだ。国には入院医療
費の自己負担軽減を求めたい。→意見書に

今後の財政どう展開

　自然災害に備え、対応拠点となる県庁舎
を建て替える必要性が高まっているが、阪
神・淡路大震災の復旧・復興に生じた借金
の償還がいまだ残っている。本県特有の状
況を国に伝え、一層の財政措置を求める必
要がある。各会派と調整して意見書を取り
まとめ、国に要望すべきだ。→意見書に

精神医療の負担軽減 庁舎建替で国支援要求

　不妊に悩む方々が増え、積極的な支援が
求められている。望む病院・クリニックで
治療を受けたいというニーズが高く、県外
の医療機関でも助成が受けられるように制
度改正してほしい。→一部実施見込み

県外の医療
機 関 で も 不妊治療助成を

実現求め国に要望へ

岡 質問

　本県には職員などがパワハラや職務上の義務違反などを訴え出
る「県職員公益通報制度」の窓口が組織内にあり、法令の趣旨を
踏まえ、秘密の保持や通報者に不利益が生じないように運用する
ことが求められている。しかし、今回の文書問題で、結果として
告発した元県民局長の命を守れなかった事実は、公益通報者保護
の観点から最も避けなければならなかったことである。
　職員が安心して公益通報ができる体制とするため、組織の外部
に通報窓口を設置し、県民からも信頼される運用になることを期
待したい。制度の周知を図る工夫も必要だ。→実施予定

外部の公益通報窓口の設置で職員を守る運用めざせ

公益通報者
（県職員など）

通報窓口
（県庁内）

外部通報窓口

従来

新制度

秘密漏洩の恐れあり

組織外のため安心


